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開発員研修を受講して

平成26年４月よりNTTアクセス
サービスシステム研究所に開発員と
してお世話になり、１年９カ月が過
ぎようとしています。私は入社以
来、主にサービス総合工事・民需工
事の施工業務に従事してきました。
研究開発業務に携われることに、大
きな期待と不安を抱えながら着任し
たことを思い出します。着任後は
NTT社員の皆様や先輩開発員の温
かいご指導をいただき、大変貴重な
充実した日々を送ることができまし
た。
現在私が所属しております光アク
セス網プロジェクト・高密度光ケー
ブル推進グループでは、「光アクセ
ス設備のCAPEX、OPEXの削減」
に向け、アクセス網を構成する光
ケーブルの開発や、それに関連する
施工技術・物品開発を行っています。
私は主に「超多心高密度光ケーブ
ル技術」の業務に携わらせていただ
きました。このテーマの背景につい
て説明します。光通信サービスの需
要増による地下必要心線数の増加が
想定されており、現状の１管路内の
最大収容心線数(1000心×３条)で
は、地下管路設備の行詰まりが懸念
されます。この問題に対応するに
は、現行の1000心ケーブルを超え
る光ケーブルのさらなる多心高密度

化が必要です。ケーブルの収容心線
数を増やすためには、ケーブルに使
用可能な断面積を大きくする必要が
あります。１管路に１条収容形態が
最もケーブルに使用できる断面積は
大きいのですが、ケーブルの外径が
太くなることで新規工法やクロー
ジャ、牽引機等の関連物品の改良が
必要となります。そのため、既存工
法および関連物品への影響を考慮し
机上検討した結果、３条収容形態が
最も効率的であると考えました。開
発ケーブルの標準外径は既存の多条
布設技術を適用可能とするため、
1000心ケーブルと同等の23mmとし
ました。心線数は、収容密度と局内
成端等を考慮し、2000心としまし
た。
今回の多心高密度化を実現させる
ために、現在架空で使用されている
間欠接着型光ファイバテープ技術の
適用と、現行1000心以下地下ケー
ブルのスロット構造からノンスロッ
ト構造にする必要がありました。
現行８心テープに間欠接着型光
ファイバテープ技術を適用させるこ
とにより、ケーブル実装時には、
テープが柔軟に変形することができ
ます。また、一括接続時には、平面
に並べることで現行８心光ファイバ
テープと接続することができます。

また、スロットロッドを無くし、外
被厚を調整することでケーブルに剛
性を持たせることに成功し、現行の
倍の心線数となる2000心の光ファ
イバを収容し、さらなる高密度実装
を実現することができました。
スロット構造ではスロットの溝で
ユニット番号を識別していたところ
を、今回のノンスロット構造では、
バンドルテープを使用することでユ
ニットの識別を行うこととしまし
た。１ユニットに使用するバンドル
テープ数を従来の１本から２本に
し、２本のバンドルテープの交点箇
所を接着させることでユニットに束
感を持たせ従来と同等の作業性を確
保しました。また、バンドルテープ
に従来の10色を適用することで、
より少ない色の組合せにより現行と
同等の識別が可能となりました。
これらの技術を適用することによ
り、世界一の多心高密度光ケーブル
を開発することができました。
最後になりましたが、このような
機会を与えていただいた、NTT様
をはじめ、情報通信エンジニアリン
グ協会様、そして温かく送り出して
いただいた自社の方々に心より感謝
し、この場をお借りして御礼申し上
げます。残りの研修期間も引き続き
精一杯努力し、より多くの知識と技
術を学び、悔いの残らないような
日々を過ごしたいと思います。
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NTTアクセスサービスシステム
研究所に開発員として着任し、１年
９カ月が経過しました。私は入社以
来、アクセス系の施工業務を一通り
経験した後、工事管理業務に従事し
ておりました。現場での施工経験し
かない私にとって、研究開発業務に
携わることは初めての経験で、新規
物品の開発という自社では経験でき
ない業務に不安を感じると同時に、
期待感を抱いて着任したことを覚え
ております。現在はNTT社員の皆
様方からのご指導や、同期の開発員
と交流を深めることにより、充実し
た毎日を送ることができています。
私が所属している光アクセス網プ
ロジェクトでは、光設備の経済化・
効率化・信頼性向上に関する物品・
施工技術の開発を行っております。
その中で私は、地下加入光・中継光
クロージャの開発業務に携わらせて
いただき、主に新たなクロージャの
開発を行いました。
その開発において、地下中継光ク

ロージャを改良して施工性を向上さ
せる構造について検討を行いまし
た。私自身、中継光ケーブルの切替
え工事に携わっていた経験があり、
現場での施工や、支障移転の作業内
容など、現場経験者としての経験を
活かし開発品の施工性・信頼性がよ
り良い物になることを目指しました。

現行では７号スタンダードクロー
ジャのスリーブを利用しています。
現行スリーブの水密性確保におい
て、組立時の施工性を一定に保つこ
とが厳しいですが、新たに開発した
クロージャでは地下配線区間で使用
されるUOW-Sクロージャを改良し
たスリーブ（ネジ締結によるゴム圧
縮方式）を採用し、施工性向上を
行っています。
さらに、現行クロージャではトレ
イ下部へ心線を通すルートになって
おり心線保護部材を多く使用してい
ますが、トレイまでの配線ルートを
変更して加入光クロージャと同じよ
うにトレイまで直接配線する方式を
採用することで保護部材の削減を
図っています。合わせてトレイ形状
も変更し、１トレイに対し２テープ
収容のところを１トレイに対し５
テープ収容（１スロット）可能とな
る積層構造のトレイを開発し検証を
行いました。
作業時間、心線の取回しや輻輳等
の確認、各工程における心線に対す
る損失試験の実施により、構造の最
終検討と施工性・信頼性の検証を実
施しました。
配線経路やトレイ構造の変更によ
る心線への影響を確認し、影響の少
ない構造へ調整して品質担保と作業
性向上を図りました。検証では、さ

まざまな要因によって結果が変動し
ていくので条件を満たす物品を開発
することの難しさや、検証を通じて
さまざまな角度から物事を捉えるた
めに他者と意見を交わすことの大切
さを実感しています。
メーカとの議論では、開発品の方
向性や作業検証の結果などを議論で
きる貴重な機会であるので、自分の
考えをしっかり持ち、課題を分かり
やすく伝えることを心掛けていま
す。
開発員研修においては２つのグ
ループに携わり、幅広い分野に対す
る開発を経験しています。その中で
１つひとつ十分な検証を実施し、課
題を解決していくことの難しさを知
りました。現在も、より良い開発を
進めるために、メーカ、NTT社員
や開発員の方々とさまざまな議論を
行っています。
最後になりましたが、このような
貴重な機会を与えて下さったNTT
様をはじめ情報通信エンジニアリン
グ協会様、そして温かく送りだして
いただいた自社の皆様方に心より感
謝し、この場をお借りして厚く御礼
申し上げます。残された時間は残り
わずかとなりましたが、少しでも多
くのことを吸収し、悔いの残らぬよ
う最後まで有意義に過ごしていきた
いと思います。
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